
1 

 

 平成 29 年 1 月 28 日開催・ 第 23 回会員自主研究成果発表会 資料      

 

     

       

 

                    ̝ᴣ     ʝ 

 

 平成 25 年 10 月に茨城県高萩市で開催された「第 1 回戸沢サミット in 高萩」以来、これま

でに、「第 2 回新庄」、「第 3 回仙北」と 3 度のサミットに参加してきた。この間、資料などを

ひも解きながら、戸沢氏に関して考えてきたことを取りまとめ、今回平成 28 年 11 月 23 日の

「第 4 回戸沢サミット in 雫石」でのオープニングアトラクションで公開した。それが寸劇「あ

れから 800 年 戸沢の殿 雫石に帰る」である。 

 わずか 10 分間の上演時間であったがいわゆる“通説”を基にしながらも、いくつかの点で

新たな視点や資料などから読み取れる推理も思い切って採り入れて構成した。 

 以下、その内容について改めて発表して会員各位のご賛同やご指摘を仰ぎたい。 

 

 

     28 11 23 ρᾨԌ ͻ Ӂ 

 

          4ᶥ ȳɝɁɆ in   

          ＜ σ ꜠ȠɆɧȭȵɥɱ  
 

    ᾋґ   ǉȓǒȐ 800₴ 

         ǵ  ǲₒȒ 
 

 

 

中世から続く日本の名族のひとりとされる旧新庄藩主の は、今から 820 

年余り前、源頼朝による平泉討伐（1194 年・平泉の藤原四代泰衡追討のこと）の頃、

雫石に興ったとされます。 

 

 ∕─ ─ │ ⅝ↄ ─ 5≈─ ⌐ ↑╠╣╕∆⁹ 

   Жᵰכ ỳмỵ סּ Ḉ 

①「角館」に入る以前のこと  

 1185 ⁸ ⌐₈ ₉ 

⅜ ∫√≤─ №╡⁹ 

【 1206 年 ּׁש Б◗ 】 

 ΰ ԝׂש  

 ᶁα 1228 ╫ἦ ԇ  

 

岩手県  

 

秋田県旧田沢湖町、 

同  旧西木村 
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②出羽国「角館」の時代（1423？～  ） 秋田県仙北市（旧角館町） 

③常陸国「小河」の時代（1602～   ） 茨城県小美玉市 

④常陸国「松岡」の時代 (1605～   )  同   高萩市 

⑤出羽国「新庄」の時代（1622 ～1868） 山形県新庄市 
                

しかし、上表の「①「角館」に入る以前」のことは確定的な史料が全くなく―― 

š ─ ̈ ⅛╖╟ ǵ ̈Ţと呼ばれるほどです。 
 

現在、“通説”となっている内容は、平泉討伐（つまり戸沢氏発祥の頃）のおよそ 500 

年後の江戸時代、元禄 15（1702）年に徳川幕府の政治顧問新井白石が編纂した諸大名 

337 家の由来と事績を集録した「藩翰譜(はんかんふ)」や旧新庄藩士の田口良純（1744 

年没）による歴史随筆風の「新庄古老覚書」（成立は 1727～28 年）などが元になって 

います。 

ただ、これらの記録は往々にして誇大になりがちな大名家の「始祖家伝」や家臣の 

記憶や伝承に基づくあいまいな内容が多いことから「角館入城以前」の記述はその客

観性や信ぴょう性に疑問符がついているのが実態です。 

                ✿ 

今回は発祥の地「雫石町」で開催されるサミットでした。戸沢氏の発祥の史実にで

きるだけ迫れるような寸劇を目指しました。 

 ヒントになったのは、当日の基調講演の講師で平氏研究家の細川久美さん（雫石町 

出身・東京都在住）が平成 23 年 11 月に滴石史談会主催の講演会で話された次のよう

な言葉です。 

 

――「a ⅜⌂™⅛╠ ⅜⌂™ₑ≤™℮↓≤≢│⌂™⁹歴史は世相を反映するし、

伝承や伝説には歴史が込められているはずだ。これらと中央の史料などから得られる

（客観的な）間接証拠を積み上げれば史実に迫ることができる。」―― 

               ✿ 

 今回の寸劇のストーリーは、「新庄古老覚書」の内容を基本に、時代背景にある①「平

泉藤原家」、「金採取」との関わりは欠かせないと考えて採り入れました。 

また②岩手山南麓の豪族「樋山弾正」についても新たな視点で考えたものです。 

さらに③兼盛が秋田に去った後の雫石郷において勃興した「滴石氏」についても触

れてみました。 

               ✿ 

ₒ ─ ₓ 

戸沢サミットの日、町立安庭小学校の児童たちは、学校近くの沼田神社で戸沢氏の祖

である戸沢衡盛（ひらもり）、兼盛（かねもり）親子に遭遇し、自分たちが学習した戸沢氏

の歴史について語り合います。   ǀ̊ʤƲᾋґǵȹɨɓǮǠƳǁ 

               ✿ 

児童「いまからおよそ８５０年前のことです。衡盛様のお父上は、平氏の中でも位の高い人 

だったそうですが戦に敗れて亡くなりました。幼い衡盛様は、お母様に連れられて、奥 

州平泉の藤原氏三代目の秀衡様のもとに身を寄せました。」 
 

児童「秀衡様は、衡盛様をたいそうかわいがり、自分の名前の一文字を与え、初代清衡の孫で 

ある紫波郡の樋爪(ひづめ)俊衡様のもとで金山の仕事につかせました。」 
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児童「衡盛様はふだん志和稲荷社の裏の山を越えて雫石側の戸沢川に沿って下り、河口である 

戸沢の里を中継地に、滴石たんたんの山の中を通り、滝の上から奥羽の山を越えて秋田 

の鹿角の方まで足を延ばして各地の金山を行き来していたそうです。」 
 

児童「当時雫石盆地の岩手山南麓一帯の豪族だった樋山弾正殿が、衡盛様の活躍に目をとめ、 

自分の娘と結婚させ、滴石の戸沢に新しい館を建ててくれたのです。それが「戸沢氏の 

のはじまり」だと教えてもらいました。 
 

兼盛「この後しばらくして、源頼朝殿が平泉を滅ぼし、藤原様の領土を自分が鎌倉から連れて 

きたご家来たちに分け与えました。」 
 

衡盛「幸いわしらは、義父の樋山殿の画策もあって、戸沢の庄をそのまま与えていただいた。 

   頼朝様に逆らったわけでもなかったからのう。それにしても、村人たちもよく働き、戸 

   沢での生活はとても楽しいものであった。」 
 

兼盛「父上が亡くなられてから、しばらくは平和な時期が続き、私も野中の里で＜菊＞という 

   娘と出会い、結婚しました。とても幸せな日々でした。 

しかし、隣の地頭工藤行光殿とのいさかいが多くなり、わたしたち 

 は平泉藤原様の平和の教えを守り、戦を避け止むを得ず 17 人の家来 

とともにひとまず秋田に越えたのでした。あとに残した村の人たちの 

   ことを考えると、まさに断腸の思いでした。」 
 

衡盛「それにしても、秋田に越えてからのそなたとそれに続く戸沢家歴代の方々の活躍は目 

   覚ましいものがあった。」 
 

児童「滴石の戸沢を後にした一行は、羽州、現在の秋田県仙北市の玉川・鳳仙岱（ほうせんた 

い）に落ち着き、その後上桧木内に入り旧西木村の戸沢に移ったとされています。 

ここでは、衡盛様の代からの砂金を採る技術を生かし、勢力を拡大。桧木内川沿いに 

下って門屋（かどや）城を築きました。その後、さらに下流の角館に進出、豊臣秀吉の 

信頼を得て所領を安堵されました。」    

 

Иα ỡ║ ◑ θו  

 

 

                 ✿ 

しかし、お話はここで終わりません。 
 
秋田に越えた二代兼盛は、いつも滴石の戸沢に残してき 

た領民たちのことを案じていました。 

兼盛たちが秋田に越えて 140年後、滴石郷に天然の地形 

を利用した「滴石城」が築かれました。現在の雫石八幡宮 

が鎮座している場所です。 
 

     今から 677 年前、初めて「滴石」の名が歴史に登場 

ᶁᵢ Ж ỡӴ 1340 ₤ └ ᵢ Ѻ Ϫ  

Ḉϔ Ϊ ἦ ԝ⅍  
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ỵḈ Ḉᴊ ỵ ᷇⁷ а ὃ  
 

ḧ ϥ 

Ω ⁮₈ ᾆ  

︢ ᴭᴦ 

ᴦ А ᾣ ᷅ ἦ  

 

  ⁮₈ ỵᵰּס Ω Ϊ  
  ᾣ 12(1584) ἦχ ₥ ᶁ Бᵢ Ω 

ו ו Ѐ ί  
︢ ᾆ Ύ Жʲ ԇ 

ᵃ Ϊ  
 

 

 寸劇では、ラストシーンで兼盛が戸沢に残った人々への感謝の気持ちを吐露します。 

  

兼盛「私が戸沢を去るにあたって後の事を託し、この滴石に残ってくれた方々は、戸 

沢の一族であることを誇りに思いながら 800年間、こうして立派に「雫石の戸 

沢」の名前を守り、沼田神社や雫石八幡宮を守り支えてきてくださった。実に 

あり難いことだ。ここに改めて厚く御礼を申し上げる。」 

                ✿ 

 ─ ≢№╢ ╙⁸800 ┬╡⌐ ─ ₒ 15 ₓ╩ ─  

⌐ ⅎ≡ ─ ∟≢⁸ ─╟℮⌐ ╡╕∆⁹ 

 
 

衡盛「今日は雫石での戸沢サミット。明治、大正、昭和を加えると、実に 800年ぶり 

に戸沢家のご当主を、発祥の地にお迎えでき、わしはもう感激でいっぱいじゃ。」 

Ƽ̲ȏȑƲ֦ ǲǚǵἧȐǵȏǍǲ ǖǦǖȅǞǋƲȖǓἧἸǦǨǓ Ǫǭǋ 

ȒǚǯșὕǲᵗǷǞǖדǍƳ ►ǲǍȓǞǋǚǯǟȊǵǍƳƽ 
 

 ΊΊ ᷅  

 
 
 

                

            ＜ȳɝɁɆ σ ꜠ȠɆɧȭȵɥɱ  

ǉȓǒȐ 800₴ ǵ  ǲₒȒ  

                    
   配役：   戸沢衡盛  古 舘 謙太郎   戸沢兼盛  高 橋 俊 則 

  〔安庭小学校児童〕 村田 敬心（6 年）  中島 朔 （6 年） 

            杉澤 直輝（5 年）  鎌田 りん（5 年） 
 
ה  ה    
                         

        協力；雫石町民劇場実行委員会 



5 

 

 

 š όŢ 

 

ɵǤȓǮǶƲʣ ᾋґǵКὦșƲȷɆɶɨɶǲ♫Ǫǭ Ʋ șǞǭȆǦǋƳ 
  
ȅǡǶƲ ǵї ǲ ǠȒƼ ƽƲǜȐǲǶ ǠȒƼ̟ ƽș ǭȆ
ȏǍƳ 

 

 ֘∕─ 1 ֙ 

  ǵї      ὤ ǶƼʸǲ ˉ ƽŃ 

「新庄古老覚書」によると――、保元元(1156)年、天皇方と上皇方が

争った「保元の乱」に源氏、平氏の一族が両者に分かれて戦った。平

通正が上皇方に付いた。戦いが天皇方の勝利に終わり、通正は父兄等

とともに京都六条河原において斬罪に処せられた。 

 この時通正の妻が吉野尾輪に難を避け、そこで男子を産み平新と名付けた。これが尾輪平新

衡盛（ひらもり）である。寿永三（1184）年奥州に下り、一族の樋山（といやま）弾正良正の

許に身を寄せた。良正は衡盛を樋山を去る一里の戸沢に居住させ娘を娶らせたが、良正に嗣子

がなく、衡盛はその跡を受け、その地を領有したと伝えている。この樋山は土樋の名に由来す

る滴石城址であると推測されている。 （雫石町史の記述より） 

 

 【雫石町史では、この後戸沢氏の記述はなく、

14 世紀に入り興国元（1340）年に、滴石（戸沢）

氏が南部方に従って南朝方の味方について、進

撃の拠点として滴石城を築城したものと推察さ

れる。という記述にとどまっている。】 

 

 

 ֘∕─  ⅛╠ ┼ ⁹∕⇔≡ Ν─↓≤ 

ה ה ⁸ ( ה ) ֙ 
    

中世に陸奥国磐手郡滴石庄（荘）の戸沢邑（とざわむら）から起こり、初代は衡盛（ひ

らもり）。二代目兼盛（かねもり）の時（1206）に出羽国山本郡宝仙岱に移り、さらに戸

沢城、鳥谷崎城と桧木内川沿いに下り、安貞 2（1228）年には門屋城を築いて城主となっ

たとされる。           （西木村郷土誌及び戸沢家系（楢岡氏所蔵本）） 
 

その後、角館に進出していた盛安の時代に小田原攻めの戦功で豊臣秀吉の目にとまり、

所領を安堵された。その後、子細あって８歳の政盛が城主に。関ヶ原の戦いの後の慶長

6(1601)年に江戸に近い常陸国( 現在の茨城県) 小河城（４万石）を与えられる。その後政

盛は幕府に願い出て慶長 11（1606）年同国の松岡城へ移る。 

そして元和 8（1622）年、出羽国最上郡を与えられ真室城へ。さらに新庄藩６万石（そ

の後加増し 6 万 8 千石に）に封ぜられて、明治維新まで続いた。 

明治時代には子爵となり、その後昭和 24年から 29 年まで第二代新庄市長を務めた。 
 

  ※関注；新庄市二代市長 （とざわまさおと）氏が昭和 28 年 9 月に雫石町役

場で雫石郷 4 カ町村長と懇談、沼田神社に参拝している。 

 

1156
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֘ ֙ 

̟  （戸沢の殿様と野菊姫の話） 

  

雫石には「戸沢氏伝説」として次のような話が残っている。 

――雫石の野中にあった弥十郎（徳田）家の裏に野菊の井戸という清水があってここで顔を洗

うと美人になると言われていました。大昔、この地に「野菊」という美女があって、雫石城の

お殿様に召されていました。お殿様は殊のほか寵愛していました。ある年城中で酒宴があった

時、野菊は思わず粗相（おなら）をしてしまいました。殿様はたいそう腹を立て野菊を城中か

ら追放してしまいました。野菊は里の野中に帰り小屋を建てて生活していましたが、その時す

でに殿様の子供を身ごもっていました。間もなく男の子を生みました。それから１０年ばかり

経った頃です。お城の近くを「黄金のなる瓢箪の種はいらんかね」といって種物を売り歩く少

年がありました。賢そうな気品のある少年です。城中でこの売り声を聞いた殿様は、その少年

を城中に召し連れさせました。そして怒った顔で「でたらめを言ってはならん。本当に黄金の

瓢箪は成るのか」と尋ねました。少年は恐れる色なく殿様を見つめ「はいっ、きっと成ります。

ただ、一生に一度もおならをしない人が播かねば成りません。」と答えました。殿様は笑って

「一生に一度もおならをしない者なんているはずがない。」と言いました。すると少年がすか

さず「では、何故、私の母を殿様は城から追い出したのですか。」と言いました。この少年が

自分の子供であることがわかった殿様は、野菊親子を再び城中に迎え入れたといいます。雫石

の祝い唄に“雫石は名所どこ野菊の花は二度咲く”とあるのはこの話を歌ったものといいます。

―― （雫石町史Ⅰより） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   ⅛╠ √ ─ ≤™╦╣╢ ה ─  

                  ✿ 

 実はこの話、雫石郷固有の昔話と思いきや…。おとなり秋田県の仙北郡旧西木村にも同

様の話が伝えられていたのである。 

 ――それは兼盛が滴石時代のこと。戸沢氏二代目の平九郎兼盛は才色兼備の青年部将でした。

ある日狩りの山中で美貌と気品に満ちあふれた“野菊姫”と出合い、側室として迎えました。

しかしささいなことで兼盛の機嫌をそこない、里に帰えされてしまいます。 

 兼盛の怒りが静まった六年後、再び野菊姫は里で出産した男子とともに、一族として迎えら

れ、上桧木内に移住しました。その頃には˘˲ǵ ǲǶА˲ǵặἧǓǋǭƲȆǱ ˲ ǋƲА

˲ǶǤȓǥȓὤ ȋ ǖǵ ǯ ỵǞƲ⃰ ǲ ȐǞ ˲ǵ ǯǱǪǭƲ̊ ǚǵ᷂ǲ

˲ Ǔ̟ȖǪǦǯǋǍǚǯǮǠƳĚĚ ₴ק ꜠ⅎḸ ǒȐ  

 さて、このよく似た二つの話に出てくる「お殿様」と「青年武将兼盛」はどうやら同一

人物と思われる。中世における奥州滴石庄戸沢邑が発祥の豪族戸沢氏の二代目兼盛（かね

もり）と考えていいのではないか。 
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この兼盛について雫石町史はあまり触れていないが、新庄市図書館郷土資料「系譜に見

る戸沢氏」や「新庄古老覚書」によれば建久二（1191）年に奥州滴石庄に生まれ、羽州門

屋城で弘長二（1262）年に 72 歳で亡くなったとされている。つまり奥州に生まれ羽州に

移ったことになっているのである。これは旧西木村のお話に出てくるとおりなのである。

同資料などをもとに作られたという「戸沢記」では奥州から羽州へ移動した背景にもドラ

マがあったと伝えている。 

 

 ɵẰ″ǒȐ ″ǿǵ  ⅛╠ Νβタイトルは筆者  

  

 │₈ ╟╡ ₉≤№╢  

≪元暦元（1184）年戸沢に移り住む。建永元（1206）年出羽に立ち退く≫ 
 

  戸沢の祖、衡盛（ひらもり）は保元の乱をさけて、幼い時母に伴われて、和州尾輪 

に住み尾輪平新と称していた。はじめ木曽義仲に仕えたが、義仲の無道を憎んで頼朝 

に仕える。 

西征の功によって従五位下飛騨守に任ぜられ、奥州滴石の戸沢に於いて四千六百町 

歩の地を賜る。戸沢に入部して戸沢と姓を改め、戸沢衡盛と称し、戸沢家の初代とな 

る。衡盛存名中も当時の大豪族南部氏と争うことが多く、戸沢氏は子兼盛を、南部氏 

は実光を互いに人質として交換して平和を保っていたが、衡盛の病が重くなり、南部 

行光に幼い平九郎（九歳）の後事を頼んで卒去。時に四十三歳。その後平九郎は戸沢 

を出発、南部方に行き屋敷を得て住むことになる。然るに南部方は戸沢氏の領地中、 

戸沢の城を残し、他は南部の家人の管理に移し年貢は戸沢住居分だけの取り扱いとな 

り、戸沢家の家人は農民の如き生活が始まる。 

南部方と次第に事が多くなる。元久二（1204）年十月十二日夜、屋形の火災を機に 

南部を立ち退き戸沢城に帰る。老臣は皆喜び迎えたが、幾何もなく南部に三千の兵を 

以って攻め寄せられる。兼盛は老臣の「 ≈羽州山本郡におわす和久の御所親朝卿 

を御頼み、彼所之御立退き命を完ふされ、再び南部を打滅ぼし給うべし、将の命は重 

しと申伝之候はこの事なるべし」との言を入れて、城中の小屋小屋に旗、馬験を立て 

籠城の体に見せて、建永元（1206）年三月二十七日の子の刻に戸沢を後にする。 

田口平三郎、同喜太郎、尾輪平次、大森八郎兵衛、永山弥三郎、佐川源太、入江新九郎、 

小白川大六郎、齋藤十蔵、進藤五郎、竹林越前五郎、鶯野小六、隠明寺蔵人、戸沢左京、 

鈴木二郎兵衛、小山田小平太、紀伊定観の主従十八騎という。 

 

（中略）「出羽に越え、野代宿に付（着）、山本郡門屋に着き、領主大館源三芳敦へ尾 

 輪平次を以って申し遣し、和久御所が幕下に属し度き旨申しければ、親朝願う所也、 

 尾輪親王の子たるべしと対面あり、門屋荘の内中舘、小館、大野関三ヶ村を与え給う。 

小舘に城を築いて住居しておわしける。」 

 

  ――西木村郷土誌では、「地理的に不自然なことが多いが、千畑の本堂氏の幕下とし 

 て門屋の内小館、中舘、大野関を与えられている。（後略）」――と解説している。 

 

 ╒℮∑╪√™  

 ≪建永元（1206）年 系図（一）に鳳仙岱に住すとある≫ 
  

戸沢氏系図（一）及び「新庄古老覚書」に門屋に移る前に、鳳仙岱（現田沢湖町玉川）に 
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住すとあり、郷土史研究者達も鳳仙岱在住 

を信じている、と西木村誌にある。鳳仙岱 

は田沢湖町玉川にあり、道路は玉川温泉を 

通り八幡平に又南部領の鹿角郡にも通じて 

いる。山道ではあるが当時も重要な路線の 

一つである。戸沢氏も仙岩峠越えでなく、 

八幡平越えをして鳳仙台に居を構えたとい 

われる。             

【玉川ダム湖の男神橋から男神、女神二山を望む】 
 
 

鳳仙岱は 2.2kmに 0.2 ㎞の約 50,000 ㎡の台 

地になっている。天保 5（1834）年牛松と申 

す者が此処でわらび根掘りの際、替銭一貫文 

と藤原清正と銘のある径 16㎝の鰐口を掘り 

出している。戸沢氏の舘があったと伝えられ 

る長者舘の上段は 180ｍ×55ｍ、中段の幅は 

20ｍ位になっている。 

 

fl ɿʇ――ここに「南部雫石の 

戸沢から逃れてきた戸沢兼盛が舘を造った。」 

といわれ、近くに「宝仙寺」の跡とされる所 

も残っている。また、戸沢氏が移ってきたこ 

ろ、宝仙台には金山があったとも言われてい 

る。このようなことから、郷土史家たちはこ 

こを通って、西木村上桧木内の戸沢に移って 

行ったといっているが、確定することはでき 

                    ない。―――としている。 

 

ĦǚǵȂǒǲƲ ̸ὤӧ ₳ ǵƼ̟ ǵ ṑƽǲȉƲ З ǵ ǵ ᷂᷀ǯǞǭ

š ǵῇŢǵ̟ ǯǯȉǲὔ ₳ƾ ǵ ƿǵǚǯǓ ǒȓǭǋȒ 

 

 ✿ 

 Ꞌ ń☻ ʃᾠɱʣ   【新庄古老覚書及び雫石町史より】 

ה          ⅝ 

807（大同 2 年 

 

 

 12 世紀中頃 

1157(保元２)年 

1184(元暦元)年 

 1189 年 

 

1191(建久２)年 

1199(正治元)年 

1206(建永元)年 

西根に坂上田村麻呂を祀る大宮神社創建と伝える。 

 この頃、周辺や中央から様々な人々が流入か？ 

 滴石郷の各地に平氏の荘園が形成される？ 滴石たんたん参拝始まる 

 ► ˮ̏ ʯ ˯╧м˝ ƿh˗˲ ᷇ǀ 

平 衡盛、和州尾輪の里に生まれる 

 衡盛（27 歳）奥州に下る。滴石庄戸沢郷に住す。故に戸沢と称す。 

  ː ˬ ►שׂ ˯ḃ̓˟˪ 4600 ̏ 

              ƿȽ˗˲ ᷇ƿוԓ˳ǀǀ 

兼盛生まれる。 

衡盛（42 歳）死去 

 兼盛（15 歳）、羽州鳳仙岱の館に移る。 

こ の 沢 を 下 る
と玉川鳳仙岱 

滝の上から登れ
ばここに出る 

なぜかここに
「姫潟」という
沼がある。 

ここが最も低
い 999ｍ地点 
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1218(建保６)年 

1220(承久２)年 

1228(安貞２)年 

1260(文応元)年 

1262(弘長２)年 

 兼盛（27 歳）、仙北郡下桧内の鳥谷崎城(大台野)へ移る。 

 兼盛（29 歳）、門屋に移る。 

 門屋に城郭を築く。 

 兼盛の子親盛が死去。 

 兼盛が門屋で死去。７1 歳（享年 73） 

 

 

Ƽ ƽǵ ǯǱǪǦֲ ș Ȓ 

↓↓≢⁸↓╣╠₈ ₉─ ≤⌂∫√≤ ╦╣╢ ╩⁸ ─

5 ₈ ─ ≤ ₉( 24 3 )─ ⌐╟∫≡ ≡╖╢⁹ 
 

この資料は平成 23 年度に雫石町教育委員会が主体となって実施した町内各種文化財調査研

究事業の成果として発行されたものである。〔担当；社会教育課社会教育グループ〕 

調査にあたっては、参考文献として〔雫石町史〕〔岩手県史〕〔新田沢湖町史〕〔角館誌・第

二巻 俘囚・戸沢・蘆名編〕を用いたほか「仙北市学習資料館」並びに「新庄市ふるさと歴史

センター」において現地踏査を行い資料確認や学芸員等から聞き取り等を行っている。 

 

 ₒ ₓ 
 

１) 幕府の編纂によるもの 〔３〕 

『寛永諸家系図伝』 『藩翰譜』 『寛政重修諸家譜』 

 

２）新庄戸沢家中に伝わっていたと思われる史料 〔９〕 

『新庄古老覚書』  『戸沢記』  『戸沢家譜』  『羽陽仙北伝記』 

『家林合集記』  『戸沢家系（新庄戸沢家臣楢岡氏所蔵本）』 

『系譜に見る戸沢氏』 『戸沢御系図』  『御系譜』 

   

３）南部氏関係の史料 〔４〕 

『奥南落穂集』  『祐清私記』 

『南部史要』   『東奥旧史集』 

 

４)  秋田県側において成立されたと思われる史料 〔４〕 

角館民間に伝わる系図（二種） 『語伝仙北之次第』 

『奥羽永慶軍記』 

 

５）南北朝期の滴石氏に関係する史料 〔３〕 

「北畠顕信御教書」（興国元年一二月二〇日状） 

「五辻清顕奉書」（興国二年四月二〇日状） 

「鬼柳郷所領訴訟目安（陳状）（写）」（貞和四年一一月状） 

 

  ─ ⅜№╢⁹ 
 

 雫石町史では、このうち順に『藩翰譜』『寛政重修諸家譜』『新庄古老覚書』『奥南落穂集』

の４つを取り上げている。 

 この４つの史料について、その概要を見てみる。ただし順番は、「中世の雫石と戸沢氏」で

の取り上げ順（町教委によれば史料の信頼度順だという）に変更している。 
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 ₐ （eしんじょう ころう おぼえがき） 

  原著者は新庄藩士田口五左衛門良純(よしただ)で、成立は享保 12、3(1727～1728)年頃と 

 される。その名の通り、古老の覚書や物語、そのほか聞書き、古文書などから成り、『羽 

陽仙北伝記』などの雑史を引用する部分もあるとされる。その性格から「霞の鞭」や「秀 

盛幽霊」などの伝承・伝説的な記事も多く記載されている。 

 戸沢氏の系図については、古老の物語に御系図記録等は戸沢秀盛の時に焼失し、また江 

戸時代にも明暦３(1657)年の大火により書物等焼失したとされるため、戸沢家の旧記はな 

いとしている。現在あるものは、戸沢利右衛門(詳細不明)という物覚えのよい人物が御系 

図を書き付け、朱印箱に入れておいたものを、段々書き出したものとされる。 

  戸沢家の祖は衡盛であり、保元の乱に敗れ処刑された平忠正四男・通正の遺児とされる。 

通正が処刑された時、その妻は身籠っており、父藤原雅邑は平清盛に娘の殺害を命じられ 

るが、家臣田口氏は自らの娘を身代わりとして殺害し清盛に首を差し出し、通正の妻を大 

和国吉野郡尾輪に落ち延びさせた。そして保元 2(1157)年、衡盛が誕生する。平新と名付 

けられ、また 10 歳の時に諱を先祖の名前（維衡、貞盛）から衡盛と名付けられ尾輪平新 

衡盛と称した。 

 衡盛は寿永 2(1183)年に木曽義仲に属し、京の平氏を追い落とし、その功により従五位 

下飛騨守に昇進する。しかし義仲の悪道を憎み、尾輪を去り奥州に下った。そして一族の 

樋山弾正良正を頼り――（以下は５Ｐ記載の内容と重複のため省略） 

 建永元(1206)年、衡盛の子兼盛の時に、出羽国山本郡門屋に移住している。 

 〔出羽国以降については省略〕 

ₒ 『x新庄古老覚書』では記事について証拠を挙げたり、持論を述べている点も見られ 

たりするなど、筆者は単に戸沢氏の歴史を記すだけでなく、各史料吟味して用いていると 

考えられる。これは筆者田口五郎左衛門良純の歴史的興味から、歴史家的観点において記 

されているため、戸沢氏関係資料の中では最も信用するに値するものと考えられる。 

 しかし、戸沢氏の系図・系譜はそのほとんどが後世江戸期ごろに記されたものとみられ、 

筆者も批判的にとらえているようである。 

 初代衡盛は大和国尾輪に生まれたとしているが、尾輪はどこを指すのか不明である。 

また一族の樋山弾正良正や、彼の居住地とみられる樋山についての詳細も不明である。 

 

 ₐ （eはんかんふ） 

  元禄 15（1702）年に成立した。慶長 5（1600）年～延宝８（1680）年の大名３３７家 

 提出のそれぞれの沿革などを収録したものである。著者は新井白石。 

  衡盛ではなく兼盛を戸沢の祖としている。平兼盛（三六歌仙の一人）という人物が光孝 

平氏に存在するため戸沢氏をその末葉ではないかとしている。 

その兼盛が陸奥国に下り、岩手郡の「滴石庄」戸沢に住み、その後出羽国山本郡に移住し 

たとする。 

ₒ ₓ著者の新井白石は、系図のいう兼盛は尾輪平親王の子であるということについて、 

尾輪平親王の名は、世々の御子に見られず、また平氏にも尾輪という者は見られないため、 

疑わしいとしている。「尾輪（おわ）」は兼盛の祖父「興我王（こうわおう）」の誤伝では 

ないか、としている。 

 

ₐ （eかんせい ちょうしゅう しょかふ） 

  寛政 11(1799)年～文化 9(1812)年に成立した、諸大名以下幕臣・御目見以上の諸氏の系 

 図・略歴を記したものである。 

  この系図では初代衡盛と盛安以降に詳しく、その間の累代の人物に関しての情報はほと 

んど記されていない。衡盛は、源頼朝に仕え雫石に下向したとされている。他の系図等に 
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見られる兼盛は「みだりに補い難し」として系図に記されておらず、出羽移住も衡盛の頃 

とされている。 

  戸沢の祖は衡盛で、初め大和国吉野に住み尾輪平新と称した。源頼朝に仕え、「陸奥国 

 磐手郡滴石庄」戸沢・下田・隠明寺・田口・長山・綱木の地を領し、戸沢郷に住みそれよ 

 り戸沢と号した。 

角館に移住した衡盛は、白岩・梅沢・長野・楢岡・淀川の城を保ち四千五百町の地を領 

 した、としている。 

 

 ４）『奥南落穂集』（おうなん らくすいしゅう） 

  著者未詳であるが、内容から元禄 15、16（1702～03）年の成立ではないかとされる。 

 ここには津軽氏や斯波、葛西氏など奥州の諸氏の簡単な由緒書、家臣団を記している。 

 その中に「雫石戸沢家住居ノ事」として戸沢氏の記事が見られる。 

  出自は「藩翰譜」と同じく光孝平氏としているが、ここでは衡盛の先祖として平兼盛 

 が記されている。戸沢始祖は光孝平氏平兼盛で「滴石庄」を賜り、そのころ移住したの 

 ではとする。ここでは衡盛を兼盛十一代孫としており、源頼朝に仕え、この時兼盛の旧 

 地「滴石庄」を賜り土着したものとする。 

  多くの系図では早い時期に出羽へ移住したとされるが、「奧南落穂集」にはその記載が 

 見当たらない。 

【考察】応仁の乱（1467～1477）後に出羽へ「兵ヲ出シ、」乗っ取ったとされている点から、 

 少なくとも１５世紀後半までは雫石に居住していたと読みとれる。本家が出羽に進出した 

 後、雫石には一族を残したとされる。 

  そして、雫石に残った一族は、その後斯波氏によって掠め取られ、天正 14（1586）年 

 南部信直によって戸沢にあった手塚左京進が滅ぼされ、雫石の戸沢家は滅亡する。 

 戸沢支族の長山惣右衛門の子である忠左衛門房金は土川家の名跡となり家を興したとさ 

れている。 

 

 

⅜ ⌐ ↕╣≡™╢ ≈─ ≢№╢⁹ 

そのほか、出自等を探るうえで必要と思われる次の二つについても同様に見てみたい。 

 

 その他①）戸沢記 

  戸沢記は年譜の形をとっており、桓武平氏の起こりから江戸初期の政盛の頃（慶長９ 

 1604）年２月）までが記載されている。「新庄古老覚書」解題によれば、この「戸沢記」 

 は戸沢家家臣田口氏の門外不出の秘本とされる「家林合集記」より抜粋したものとされる。 

 しかし、その「家林合集記」の内容は「羽陽仙北伝記」の内容と全く同一であり、表題や 

 序文などを変更しているのみで、これを写したものとされている。 

 「平通正の子」、「田口氏の娘を身代わりに」、「木曽義仲に属す」、「南部氏と衡盛との確執」 

 「南部氏との人質交換」、「南部氏（工藤氏の誤り？）に圧迫されて出羽国に移住、和久の 

御所を頼る」などは「新庄古老覚書」の内容とほぼ同じである。 

  出羽に落ち延びた兼盛は、「和久御所親朝より門屋荘付近の小舘他を与えられそこに住 

んだという。その後、親朝公が家臣により殺害されると、兼盛はそれを打ち取り、山本郡 

一円を幕下とした。 

 

 その他②）戸沢家譜 

  これも年譜形式であり、初代衡盛より二代新庄藩主正誠死去の享保 7（1722）年までが  

 記載されているため、成立時期は享保以降とする。衡盛の父は度盛となっており、さらに 
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 父は北面の武士だったという。 

  ここでは、衡盛は平貞盛六世度盛の子とする。度盛は六条院の北面の武士で、平清盛の 

 騒動を避けて衡盛を連れて大和国尾輪邑に移り住み尾輪を称した。衡盛は治承４(1180)年 

源頼政、以仁王に呼応したが敗れ、尾輪に蟄居する。文治元(1185)年には源頼朝に属し、 

屋島の戦いにしばしば功を立て、建久５(1194)年、軍忠により頼朝から岩手郡〔滴石庄〕、 

戸沢郷等四千六百町歩を賜る。同年戸沢邑に入り戸沢と改め、建久７年には鎌倉で頼朝に 

に謁見し従五位下飛騨守に任ぜられている。 

 

⌐╟╢ ─  

上記の各史料を調査した結果として報告書に次のように掲載している。 

 

Ǆї ǲǫǋǭǅ 

① 桓武平氏とするもの 

② 光孝平氏とするもの 
 

①が多いが、その多くは『羽陽仙北伝記』もしくはそれとほぼ同内容とされる『家林合集記』 

を参照したとされるものとされる。しかし、『新庄古老覚書』によれば戸沢氏に関する系 

図・記録などは戦国期、また江戸期に焼失したとされ、上述の史料などは、焼失した旧記 

を物覚えの良い人物が書き残したもの、さらにそれから抜書きしたものとされる。そのた 

め、その信憑性については疑問であり、それは他の系図においても同様のことが言える。 

②は、二代兼盛を平安時代に実在した平兼盛と同一人物とみなしたためであり、戸沢氏の出 

自における信憑性の低さから生み出された説と思われる。 

 

Ǆ ̮᷀ǲǫǋǭǅ 

多くの史料では平衡盛が戸沢に移り住み初めて｢戸沢｣と称したとしている。しかし、衡盛 

 が戸沢の地に移った経緯については記載が定まっておらず、また衡盛が頼ったとされる樋山 

氏やその居住地・樋山については不明であり、頼朝により領地を与えられたという史料もな 

い。中には戸沢氏が移住した地を稗貫と記載する史料もある。 

 

Ǆ ǲǫǋǭǅ 

初代衡盛または二代兼盛の頃には雫石を去ったとするものが多い。滴石氏が活動した南北朝 

期にあっても雫石に在住したとしているのは『奥南落穂集』など少数であり、それらにおいて 

も、書状に見られるように北畠顕信に従い行動したと記すものは見られない。 

 

ǤǞǭ Ʋ ⅓ǿǵ ǲǑǋǭǶƲ ǵȏǍǱǚǯǓѝǒǪǦƳ 

 

Ǆ Ǯǵ ǅ 

仙北市学習資料館での聞き取りによると、『角館誌』は執筆者の吉成直太郎氏による請負の 

形で成されたものであり、参考文献や資料は残されていない。また吉成氏の所蔵資料が保管さ 

れている秋田県公文書館にもないと思われ、史料の確認することはできなかった。 

 

 

Ǆ ⅓Ǯǵ ǅ 

新庄ふるさと歴史センターでは、『戸沢記』をはじめとする史料の原本を確認することが

でき、また戸沢氏に関する文書として、『戸沢光盛宛て領地朱印状』などを確認することも

できた。 
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同所での聞き取り調査では、戸沢氏の史料は他の史料の引用や脚色されている物が多く歴

史的価値が低いとされ、古代の戸沢氏に関するもので信頼に値する史料はまず存在せず、文

書として確認できる人物は新庄初代藩主戸沢政盛の叔父である戸沢光盛以降であることが

分かった。また、角館を流れる檜木内川上流に存在する戸沢という場所こそ戸沢氏の発祥地

とし、他の戦国時代の豪族の例に則り山間幽谷の地より河川（檜木内川）に沿って小山田、

門屋と次第に下流平坦の地へと移り、角館に移りその戦国的勢力を樹立するに至ったという、

『新庄古老覚書』の校訂者である嶺（常盤）金太郎氏の説を挙げ、平親王の奥州下向や雫石

居住などは戸沢氏の神代の話ととらえるべきとされた。戸沢氏の研究においては、現状では

その出自を批判的に見て研究を進めるべきであるとの話をいただいた。 

 

ₒ ─ ₓ 

これまでみてきたことから、古代の戸沢氏の史料において信頼できるものはなく、戸沢氏の 

歴史において確実と言えるのは戦国末期の戸沢光盛、その兄で先代当主である盛安以降である 

ことが分かった。また出自に関しても懐疑的にみるべきであり、多くの史料において戸沢氏が 

桓武平氏を称するのも、無理に源平合戦にこじつけようとしたと嶺氏は見解を示しており、そ 

のとおりなのだろう。また戸沢氏の出自については檜木内川上流の戸沢とする説が最も有力と 

思われるが、それではなぜ多くの戸沢氏の系譜では雫石の戸沢を発祥の地としているのか。 

私の見解としては、戸沢氏は平安末期、清原・藤原政権下において雫石に居住していたので 

はと推測する。 

『陸奥話記』によれば平氏を名乗る人物は陸奥・出羽両国に見られ、戸沢氏のその出自は、安 

倍・清原氏らと同様に都より下向してきた官人の子孫、もしくは彼らと関係をもち彼らの平姓 

を名乗った人物だったのではないだろうか。そして奥州征伐により奥州藤原氏が滅ぼされたの 

ちに出羽へと逃れて、山間幽谷の地に隠れ潜む。やがて河川に添い下流へと勢力を拡大して行 

き、角館を本拠とする有力者となったと考える。 

 

∕─ ─₈ ⌐≈™≡₉─ ─↔  
 

 

 ῑ ֲǮǶĚĚ 
 
 「衡盛は滴石氏の始祖であり、鎌倉時代初期、岩手郡滴石に移住したとの伝えを信ず 

るほかないとし、滴石氏は南北朝時代、南部、和賀、葛西氏らとともに、南朝の北畠 

顕信に属して北朝側と対立していたことが知られているし、ことに顕信が三迫の合戦 

で敗れ、滴石城に逃れたことから考えて、滴石氏の勢力はかなり大であったとしている。 

そじて滴石氏は１３代家盛が応永 31(1424)年出羽角館に移住するまで、つまり初代衡 

 盛から１２代まで滴石に居住していた。ただし、家盛の角館移住後も、一族が依然と 

して滴石に居住していた証があり、天文年間に散亡したことが知られる。 
 

 すなわち、滴石氏は戸沢氏とも称し、天文９(1540)年、北上川流域への進出を図る 

三戸南部氏に攻略され、出羽角館に敗走したのである。」としている。 

 

 

 

 ⅓⁸ֲ ⁵ǮǶĚĚ 
 
 「新庄藩主戸沢氏は滴石の戸沢氏の後裔であるが、以前より角館に分立していたらし 

い。仙北郡戸沢氏に関する角館在城以前のことはきわめて曖昧で、諸説があって一致 

しないけれども、滴石氏は岩手郡と仙北郡にまたがって所領をもち一族が両郡に居住 
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していた。」「源頼朝より岩手郡滴石庄・羽州山本郡四千六百町の所領を与えられたと 

すれば『岩手県史』で言っているように、滴石氏は鎌倉時代から滴石に居住し、戸沢 

氏と称した。そしてその一族や国人を羽州山本郡（現在の仙北市）にも配置したもの 

と考えられる。」としている。 

 

 

 ӓ ͪ Ӳ̝̝҇ ɵқ ẑ Ƕ 
Ǥǵ ǀ ǵ׀  ǁǮĚĚ 

「戸沢氏の出自は、系譜類が記す通りなのであろうか。まず平氏を名乗っていることについ 

てであるが、新井白石の編んだ『藩翰譜』の戸沢氏の記述には『未だ尾輪平親王と申せしは 

見え給わず』とか『別に平兼盛と聞こえしなるも知らず、覚束なし』とあり、平氏を名乗る 

ことに関する戸沢氏の伝は、きわめて粉飾されたものといわざるをえない。」とした上で、 

推論として、「戸沢氏の祖は『衡』盛の名乗りから、平泉藤原氏の郎従ではなかったか」そ 

して「滴石地方に数十町歩の田地を有する開発領主というのが真の姿ではなかったろうか」 

としている。 

また「奥州藤原氏は『前九年・後三年の役』後に勢力を築いたが、それ以前の奥州は安倍 

氏の勢力下にあった。安倍氏は奥六郡の郡司として奥羽地方を支配し、雫石地方もその勢力 

下にあったことは疑いない。安倍氏に続いた藤原清衡の政権に対して、平安末期以来の開発 

領主であったと思われる戸沢氏の祖は、これに臣従し「衡」の一字をもらい郎従となったも 

のであろう。そのような立場ながら、頼朝の奥州征伐に敵対することもなかったため、鎌倉 

幕府からその存在を否定されることもなかったが、地域内に安定した地位を得ることもでき 

なかった。かくして、鎌倉時代は小さいながらも領地を確保し、氏神をまつり、一族の団結 

を固めつつ勢力拡大につとめたものと思われる。」としている。 

 

 

  

  ֲī（昭和 54年・雫石町教委刊行）Ǯȉ ǵї ǲ ֗ 

 

初代戸沢衡盛（ひらもり）以前の系譜については信ずるところが少ないにしても、 

 これら系譜並びに諸資料から言えることは、安倍氏の奥六郡支配以前から、滴石庄に 

は数個所の舘に支族を配する豪族が住み、清原氏や藤原氏の支配に属し、土地所有を 

認められ、貢賦を納めて相当独立性を持っていた。これが中央政権から離脱した者と 

一体となって時代の波に乗る政治力を持つようになり、頼朝の征討にも敵対すること 

なく、その所領を安堵されたものと考えられる。 

これが滴石氏を称する衡盛で、以来、家盛までの約３５０年滴石に居住し、その間 

南北朝争乱に南朝に味方して、正史にその名を残し天文９（1540）年、南部氏に追わ 

れて出羽に移ったことが頷かれる。 

 

 

    

 

 以上、雫石町教育員会の調査結果による「新庄古老覚書」をはじめとする「各種資料」、

さらに「岩手県史」、「新庄市史」、秋田県文化財保護協会副会長・「加藤民夫氏の自著での

論考」、そして「雫石町史Ⅰ」、「新田沢湖町史」、「西木村郷土誌」などにより、戸沢氏の

出自について比較し、考証してみた。 
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 ∕─ ΊΊ 

 

 

通説の根拠となった江戸時代の諸史料の信ぴょう性については、かねてから疑 

問視する見方が多かったが、このように多くの史料を並べて比較してみると、矛 

盾や辻褄の合わないことが多くみられ、また、明らかに過大な表現であることや 

一目で過度な粉飾であったり、非現実的である事柄も一層目についた。 

結果としてこれらは「信ずるに足る史料ではない」と判断せざるを得ない。 
 

 したがって――、 

①衡盛が通説でいう「平通正の子である」ことの確証はない。 

②京都での戦乱を避けて衡盛が生まれたという大和国吉野郡の「尾輪」の地名の 

存在について新井白石の時代から指摘されているが、いまだに特定できず、否 

定されても仕方のないものと考える。 

  ③衡盛が木曽義仲の軍に加わったとか屋島の合戦に参戦したといったことも、そ 

の前後の状況及び移動距離、期間等から見て現実的ではない。 

  ④衡盛が奥州に下ったとする理由については、「一族を頼って来た」、「頼朝の配下 

として所領を与えられて来た」と矛盾があり、納得できるものではない。 

    

 

そこで、この寸劇では、誇大表現や過度の粉飾を避けてセリフは無難にしました。―― 

 

児童ƼǋȅǒȐǑȏǤ ₴ѼǵǚǯǮǠƳ ǵǑ ʣǶƲ₳ ǵʴǮ 

   ȉ̬ǵ ǋ˲ǧǪǦǤǍǮǠǓ ǲ ȓǭ˥ǖǱȑȅǞǦƳ℗ǋ ǶƲ 

Ǒ ǲ ȓȐȓǭƲẰ″₳ ǵ ԍ ʢ̈ ǵ ǵȉǯǲ șὫǢȅ 

ǞǦƳƽ―― になった次第です。 
 

  因みに、上記セリフでいう「衡盛の父が戦死した戦(いくさ)」は通説どおり保元の乱 

（1156 年）を想定しました。翌年 1157 年に衡盛（幼名は不明）が誕生。しかし、父が 

清盛から命を狙われるほど高位ではなかったので逃避行の心配はなく京都郊外に住んで 

いました。それから数年後、京都での生活に見切りをつけ、衡盛と母は多くの平氏の人 

々がそうであったように氏姓の区別なく広い心で受け入れてくれると評判の奥州の雄、 

平泉藤原氏の許へ向かいます。あるいは衡盛は陸奥の国司経験者等官人の子孫だったか 

もしれません。藤原氏は三代秀衡（1122～1187）の時代です。衡盛が 5 歳であれば秀 

衡は 40 歳です。当時秀衡は「飛ぶ鳥も落とす」勢いでしたが。自ら懐に入ってきた衡 

盛親子を温かく受け入れてくれたに違いありません。 

 

 そして次のセリフです。 
 

 児童Ƽʢ̈ ǶƲ șǦǋǤǍǒȖǋǓȑƲ ѝǵ׀Ѽǵʝ ἬșʦǏƲ 

   ѧ̈ ǵἸǮǉȒ ǵ (ǹǬȈ)͠ ǵȉǯǮ ῇǵ˿˗ǲǫ 

ǒǢȅǞǦƳƽ 

 

ₒ実は、衡盛の名前の由来は、先祖の「維衡」と「貞盛」の一字ずつを取って「尾輪平新衡盛」 

と名付けられたと新庄古老覚書にあります。しかし、幼名なしでの命名は異例である上、前 

述のとおり、平氏の高貴な一族という部分がかなりの“粉飾”であると思われることから、

ここでは取り上げませんでした。x  
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↓↓≢⁸ ─ ≤ ─ ╩ ≡╖╟℮⁹ 

Ằ″Ƕȅǜǲ ԍ ǵ ̈Ƴ 
後三年の役（1083～1087年）のあと、清原氏の所領は清衡が継承することとなった。 

清衡は実父の姓である藤原を再び名乗り、藤原清衡となった。これが奥州藤原氏の始 

まりである。清衡は、朝廷や藤原摂関家に砂金や馬などの献上品や貢物を欠かさなかっ 

た。その為、朝廷は奥州藤原氏を信頼し、彼らの事実上の奥州支配を容認した。その後、 

朝廷内部で源氏と平氏の間で政争が起きたために奥州にかかわっている余裕が無かった 

という事情も有ったが、それより大きいのは当時の中央政府の地方支配原理にあわせた 

奥州支配を進めたことと思われる。 

 

奥州藤原氏は、中央から来る国司を拒まず受け入れ、奥州第一の有力者としてそれに 

協力するという姿勢を最後まで崩さなかった。そのため奥州は朝廷における政争と無縁 

な地帯になり、奥州藤原氏は奥州 17万騎と言われた強大な武力と政治的中立を背景に 

源平合戦の最中も平穏の中で独自の政権と文化を確立する事になる。また、基衡は院の 

近臣で陸奥守として下向してきた藤原基成と親交を結び、 

基成の娘を秀衡に嫁がせ院へも影響を及ぼした。その後 

下向する国司は殆どが基成の近親者で、基成と基衡が院へ 

強い運動を仕掛けたことが推測される。 

奥州藤原氏が築いた独自政権の仕組みは、次の鎌倉幕 

府に影響を与えたとする解釈もある。清衡は陸奥押領使 

に、基衡は奥六郡押領使、出羽押領使に、秀衡は鎮守府 

将軍に、泰衡は出羽、陸奥押領使であり押領使を世襲す 

ることで軍事指揮権を公的に行使することが認められ、 

それが奥州藤原氏の支配原理となっていた。また、奥州 

の摂関家荘園の管理も奥州藤原氏に任されていたよう 

である。奥州藤原氏滅亡時、平泉には陸奥、出羽の省帳、 

田文などの行政文書の写しが多数あったという。本来これらは国衙にあるもので、平泉 

が国衙に準ずる行政都市でもあったことがうかがえる。 

 

 

 

 

 

 
 

   ᶮὤЏ ș ǪǦ Ƕ Ằǵĝ ᾍ ĞǧǪǦƳ 
 嘉応 2（1170）年、藤原三代目の秀衡は、従五位下に叙され鎮守府将軍に任命された。 

在地の豪族としては前九年の戦い後の清原武則に次いで二人目である。さらに養和元(1181) 

年には陸奥守に就任した。 

 こうして安倍氏や清原氏から“継承”した「奥六郡」や羽州「山北（せんぼく）三郡」に 

対する権限、そして押領使、鎮守府将軍、陸奥守という国家公権によって秀衡の奥羽支配が 

なされたが、さらに姻戚関係によって結ばれた一族や郎従の存在が、これを補ったといえる。 

 

≪奥州藤原一族と「金」≫ 
 
 その政権の基盤は奥州で豊富に産出された砂金と北方貿易であり、北宋や沿海州などと 

も独自の交易を行っていた様である。マルコ・ポーロの東方見聞録に登場する黄金の国ジ 

パングのイメージは、奥州藤原氏（後に安東氏が継承）による十三湊大陸貿易によっても 

押領使（おうりょうし）とは、日本の律令制下の令外官の一つ。警察・軍事的官職をいう。 

押領使は、基本的には国司や郡司の中でも武芸に長けた者が兼任し、主として現代でいう地

方警察のような一国内の治安の維持にあたった。中には、一国に限らず広範囲に渡っての軍

事を担当した者もある。 いずれにしても、地元密着型の職務であることから、押領使には

土地の豪族を任命することが主流となり、彼らが現地において所有する私的武力がその軍事

力の中心となった。 

http://www.microsofttranslator.com/bv.aspx?from=&to=ja&a=http%3A%2F%2Fja.wikipedia.org%2Fwiki%2F%25E3%2583%2595%25E3%2582%25A1%25E3%2582%25A4%25E3%2583%25AB%3ASanhira.jpg
http://www.microsofttranslator.com/bv.aspx?from=&to=ja&a=http%3A%2F%2Fja.wikipedia.org%2Fwiki%2F%25E3%2583%2595%25E3%2582%25A1%25E3%2582%25A4%25E3%2583%25AB%3ASanhira.jpg
http://www.microsofttranslator.com/bv.aspx?from=&to=ja&a=http%3A%2F%2Fja.wikipedia.org%2Fwiki%2F%25E6%25AF%259B%25E8%25B6%258A%25E5%25AF%25BA
http://www.microsofttranslator.com/bv.aspx?from=&to=ja&a=http%3A%2F%2Fja.wikipedia.org%2Fwiki%2F%25E6%25B1%259F%25E6%2588%25B8%25E6%2599%2582%25E4%25BB%25A3
http://www.microsofttranslator.com/bv.aspx?from=&to=ja&a=http%3A%2F%2Fja.wikipedia.org%2Fwiki%2F%25E6%25B1%259F%25E6%2588%25B8%25E6%2599%2582%25E4%25BB%25A3
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たらされたと考える研究者もいる。 

奥州の「金」は、藤原氏の前から、土地の豪族等に利用されてきたが、後三年の役で 

権力を手中にした清衡により、一括管理されるようになった。 
 
ここで誤解を招かないよう説明しておくが、この藤原氏の時代の「金」は金鉱山 

で掘る金鉱石から取るものではなく主に「砂金」のことである。戦国時代以前は鉱 

石から金を取り出す技術がなかった。 

  藤原時代は、「赤土」と呼ばれる砂金山を露天掘りするか、砂金を含む河原の土 

砂を水洗いして、砂金をえり分けるといった簡単な方法だった。 

  このようにだれでも採取できるため、一時は清衡をして「近年、商人多く境内に 

 入り砂金を売買し、よって大略掘り尽くす。」と嘆かせたほど乱掘が進んだ。 
 
 

平泉に拠点を移した藤原氏は、信頼できる者たちを奥州の各所に配置して、金の産地の

探索や生産、運搬、管理をさせたと考えられる。 

 

 (  )  

  清衡の四男・藤原清綱（亘理権十郎）は当初亘理郡中嶋舘に居城していたが、後に平泉

へ移った。そしてその子の代に ─ ⌐ ╡ ╪≢₈ ₉╩ ∫√⁹ 

│ ─ ⁸ ≢№╢⁹ 

 

 藤原氏はなぜこの樋爪の地に俊衡を配置したのであろうか。     

  

まずは次のページの地図を見ていただきたい。雫石町の地図であるが、下部に現在の紫 

波町との境の部分が載っている。東東根山山系と須賀倉山を結ぶ稜線が境だ。 

 かなり急峻な連峰であるが、人々が歩いた道が何本か山襞に刻まれており、古来から 

人々の行き来や交流があったと思われる。「前九年の戦い」における源義家軍の行軍にま 

つわる伝説はとくに有名だ。 

 藤原氏は、志和と羽州（秋田）玉川方面の金採取場との往来にあたって、距離的に近い

この須賀倉山の稜線越えをしていたのではないかと思われる。 

 
 

Ѯ ᴘ ᵢ Ϊп ו ⁸ỳ  

 

к ᶬ ỳ צ ᾈᾢ סּ  

ᶟׂש ρ ῂᵢ ỵἬ ỵἬ ᴘ  

 
 
 Ѯ ῂᵢ ו ỡ שּׁ ὣ שׂ ▼ ȕ ҉ 

▼ ά Ъ ♄ ᶁ ▼ ͻ ỵ ͻ  

 

ᶛΩ Ϊ⁷ ͻ  

ȕ ׂשΰ  ȕ ׂש  

 

 

児童Ƽ ǶǼǧȚⱷᴇ ǵ ǵῇș Ǐǭ ζǵ ′ǲ Ǫǭʤ 

ȑƲ ֥ǮǉȒ ǵ șʴ ᷂ǲƲ ǦȚǦȚǵῇǵʴș ȑƲ ǵʣǒȐ 

Ằ ǵῇș Ǐǭ ǵ ǵ ȅǮ ș├ǷǞǭֺ᷂ǵ ῇș ǔ Ǟǭǋ 

ǦǤǍǮǠƳƽ  
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戸沢川河口 

 

שׂ  

ḷ ▼ ỵἬ 

᷈α ḷ  

♦ 

ὣὕ  

 

義家伝説あり 

 七日休み峠い 
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ǒȐ ″ ′ ̃ῖǵȱɶȷ 

 

 

 

 

山王海地区 

樋爪俊衡の領地 

志和稲荷社あり 

 

須賀倉山・峠道あり 

戸沢川 

戸沢集落 

田村麻呂 

大宮神社 

篠崎八郎の碑 

葛根田渓谷 

玉川への山越え 

コースか 

この付近の地図は 

本資料７ページに 

 隠明寺 

 御明神 

焼森（矢川）下田の小字有り 

旧家「大矢川(おやが)家」 

同「甚右ヱ門家」（九曜紋） 

滴石たんたん 

綱木 
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₈ ₉≤│Ν 

 元服して冠を着

けた少年。転じて

若者、若輩のこと。 

 

 

 

17ページで、秀衡が北方の王者と呼ばれたのは、国家権力を握ったことと、さらには姻

戚関係に結ばれた一族や郎従の存在があって強固な国土運営ができたと書いた。 

 一族や郎従の顔ぶれについて、東北福祉大岡田清一教授は「歴史読本 1993年６月号『藤

原四代』の中で次のように解説している。 

 

 

 秀衡の従兄弟である樋爪俊衡の子息、師衡は「太田冠者（かじゃ）」

を、忠衡は「河北冠者」を、俊衡の甥経衡は「新田冠者」を称して

いる。 

 「樋爪」は紫波町日詰、「太田」は、矢巾町太田、「河北」「新田」は不明だが、おそ

らく樋爪周辺だろう。 

 さらに、奥州合戦に加わった出羽の田河行文、秋田致文は山形県田川郡、秋田県北部の

豪族であろうし、由利八郎は秋田県中部由利郡の豪族であった。さらに、泰衡を討った河

田次郎は比内郡、贄の柵を根拠とする譜代の郎従であった。 

 

 ȉƲ₴̈ǵ ǋǚȓȐǵЪ ǦǨǯǯȉǲ ק ǒȐǤȓǥȓǵ ►Ӣ
ḢǮ ֝ȋ ǵ֛ Ǳǰǵ ҲșǞǭǋǦǵǮǶǱǋǒǯ ǠȒƳ 
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Ợ ─ ⌐ ╩≤╘√₈ （といやま） （だんじょう） ₉ 
  
 樋爪俊衡の下で、金採取事業に携わり、樋爪～志和～須賀倉山～戸沢川のルートで下り、 

戸沢川と南川の合流点である戸沢を拠点に、玉川など秋田八幡平まで足を延ばしていた衡 

盛に目をつけていたのが、当時岩手山ろく一帯をおさめていたとされる有力者の樋山弾正

良正であった。良正は、自分の娘と衡盛を結婚させ、衡盛が拠点としていた「戸沢」の地

に館を建ててやったのではないかと推理した。 

 

 それが次のセリフである―― 

 

児童「当時雫石盆地の岩手山南麓一帯の豪族だった樋山弾正殿が、衡盛様の活 

躍に目をとめ、自分の娘と結婚させ、滴石の戸沢に新しい館を建ててくれたの 

です。それが「戸沢氏のはじまり」だと教えてもらいました。」 

 
 
 Ợ ≤│≥╪⌂    
 
 この人は、これまで紹介してきた各種の史料のいくつかの史料に登場する人ですが、 

「その実体がよくわからない」というのが本当のところです。 

 

 「雫石盆地の地名」（平成７年・雫石町教育委員会発行「心のふるさと（第十集）」の 

＜ 二、中世・イ、滴石庄 ＞の説明の中に樋山良正について次のような記載がある。 

 

――中世に於いて、戸沢氏系図に「滴石庄」と、戸沢神社（関注；沼田神社の誤りであろう。）

の神霊銅板には「滴石庄戸沢邑」と刻まれていることから現在の雫石町一帯を「滴石庄」 

と呼んでいたことを知ることができる。 

 庄とは荘ということである。律令制度が次第に緩み、貴族や社寺の特権として発生した

荘園が平安の中頃からは納税の免除に加えて、国司の支配権を全く荘内に入れない不輸不

入の荘園が多く成立した。そして平安末期には荘園は激増の一途をたどり、北畠親房をし

て「神皇正統記」の中に、白河、鳥羽天皇の代（11世紀終わりから 12世紀初め頃）には、 

新立の荘園がますます多くなり、国司の治める土地はわずかに百分の一に過ぎなくなった

と嘆かしめたほどである。 

 滴石庄については確証が何もないが、こうした国内情勢から次のことが推測できる。 

その一つは 10世紀の頃、平氏の一族が常陸や出羽の国主となって、関東以北にと広く勢

力を伸ばしていった。 

 駒ケ岳を隔てて出羽と隣接している滴石盆地が、出羽仙北郡一帯とともに平氏の荘園と

なり、その被官の者が滴石に居住していたのではないかと考えられる。戸沢氏以前に平氏

の被官として滴石庄の地頭となって居住していた者が、樋山弾正良正であろう。―― 

 

 ≤│Ν 律令制で、内外の非違を取り締まり、風俗の粛正などを掌った役所であ 

     る弾正台の職員。特に「巡察弾正」を指す。親王及び左右大臣以下の朝臣の 

     非違をも太政官を経ずして直ちに奏聞する権力を有した。 

 

 もう一つの考えは、 

   雫石町元御所出身の郷土史家 細川 久美さんは、雫石町出身者の会「在東京 

  雫石町友会」の会報に「故郷の歴史探訪―『平親王』伝説について（仮説）」と 

  題して、平安時代末期の雫石盆地の様子を書いている。その中に次のような一節 

  がある。樋山弾正良正という人がどのような人物であったかを考える手がかりに 

  なるかもしれない。 
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 ＜前略＞ 平親王が胆沢に来着した当時、陸奥六郡に住んでいた人々に 

ついてみると、高橋 崇 氏の説では、 

  （1）代々土着のもの、蝦夷であり国家側から俘囚( ふしゅう) か夷俘( い 

ふ) と呼ばれた人々。（蝦夷系住民） 

 （2）他国移民の柵戸（さっこ）の子孫（柵戸系住民） 

  （3）その他、例えば他国の浪人などが自分の意志で六郡地帯に流入した 

もの。（その他住人） 

 

  とある。この説をよりどころに考えると、雫石盆地の住民は、坂上田村 

麻呂が陸奥征討後、引き連れてきた兵のうち治水、灌漑に技術を持った者 

たちを帰農させ、俘囚の保護・管理と農耕技術の普及に努めさせていたと 

考えられる。 

その措置から 200年以上も経過（関注；田村麻呂の陸奥征討・大宮神社 

建立が西暦 807年頃、平親王の時代は西暦 1,000～1,100 年）し、その 

子孫が、柵戸系住民として、後世手塚、長山などと称される有力者たちの 

もとに、独自の自治を持った生活圏を営んでいたであろう。 
 

 

 ǫȅȑƲ₳ ᶸǓ ǠȒȏȑ 200₴ȉѼǲƲ᷇ʣ ǲ˿Ǐǭן  

ῑ ῇ ǲ ǞǭǔǦ˲Ƶǵʝ ǓǤǵȅȅ Ʋₒ ǞƲᶽ Ǟ 

ǭǋǦǯǋǍǵǮǉȒƳǤǞǭǤǵἧἸǓ᷂Ϸǵ Ȯɩɶɕș◐ Ǟǭǋ 

ǦǵǮǶǱǋǒǯ όǞǭǋȒǵǮǉȒƳ 

 

 

  ▼ ◔ ▼ Ϊ︡  
 

 上記のようなことから、戸沢サミットでの寸劇においては、「樋山良正」の存在を肯定 

しながらも、“通説”に「良正の死後、領地、領民丸ごと衡盛のものになった。」との状況 

があったことから「平氏荘園の管理者（被官）」ではなく、「岩手山麓の豪族」という表現 

にとどめた。 

 

 Ƽ ƽǯƼ᷂Ϸ ƽǓ ỵǵḹֻǶƲ ǵ ổș׀ˆȒǵǓʝ  
  
 ₥ Ж α ỳỵ ―ԇ ỵ

α ỳỵ ‏ Ϊпᵡ ὃḃ ⁮₈ Ύ

Ϊ ᷇ 1993 6 ᷊  
 
 “通説”によれば、「地元豪族」（荘園の地頭の可能性も）である樋山良正（嗣子なし）

の娘と衡盛の結婚は事実上婿入りの形である。上記の解説からすれば、もし衡盛が平家の

「貴種」であった場合はその子孫は「平氏」を名乗るはずであるが。衡盛は結婚後新たに

居住地の地名から「戸沢」と名乗り、代々続いている。これはどのように解釈すればいい

のだろうか。衡盛は「貴種」ではない、ということを示しているようにも感じられる。 

  

 
  
 源頼朝は文治 5（1189）年、十九万の軍勢を率いて奥州に攻め入った。藤原四代の泰 

衡は平泉から北方への逃亡を始めたが、途中立ち寄った郎中の河田次郎に討ち取られる。 

同年 12 月に挙兵した大河兼任も挙兵 3 ヶ月で討ち取られた。隆盛を極めた藤原氏も、つ 
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いに源頼朝によって滅ぼされ。東北は完全に頼朝の支配下となったのである。 

 

 ∕─≤⅝ │ΊΊ 

源頼朝の軍によって「平泉陥落」と聞くやいなや、樋爪氏一族は居館に火を放ち逃亡し 

たが、当主・俊衡らは陣ヶ岡の頼朝の陣に出頭し降伏した。頼朝の尋問に対し俊衡は法華 

経を一心に唱え一言も発せず命を差し出したので、老齢のことでもありその態度を是とし 

た頼朝は樋爪氏の所領を安堵した。やがて樋爪氏はその後歴史の表舞台から消えた。 

 

β …樋爪氏は、このように頼朝の一存で所領安堵された。必ずしも頼朝とともに戦って 

戦功のあったものだけに新たに領地が与えられたとは限らない例である。 

 

ǚǵ Ằǵ ǮǶ 
  

文治５（1189）年の源頼朝による平泉・藤原氏征討軍は東北の大地を三手に分れて進 

軍したことは知られている。頼朝の大手軍は下野より白河の関を通る本道を、右翼軍は 

太平洋岸を、そして比企能員、宇佐美実政の左翼軍は越後から出羽を経て奥羽山脈を越 

えて陸奥の厨川に進軍した。最終的には二十八万四千騎と「吾妻鏡」に記されている。 
 
 雫石町史によれば―――当時の出羽仙北郡より国見峠を越える秋田街道は雫石の宿場 

で二手に分かれ、一方は雫石川の南岸を辿って太田方八丁に出、一つは北方の平原を東 

に通り、栗谷川（厨川）山丘一連の稜線を越し、段丘の上を安倍舘方面に出たものであ 

る。鎌倉勢の左翼軍は９月４日、紫波郡陣ケ岡に進出した頼朝軍と合流しているが、そ 

の進路は国見峠を越え、滴石郷を経て盛岡平野に出たとされている。 

 

（関注； 北陸方面の軍勢数万は、秋田から奥羽山脈の国見峠を越えて陸奥の国 

 に入り ＜二股の里（現在の雫石と思われる）＞という所を通り、陣ケ岡に到 

着したとされている。二股の里でおそらく川（雫石川）の右岸の道を選び、下 

流に向けて進み、繋温泉付近を通り現在の太田方面から紫波の陣ケ岡に進んだ 

ものと思われる。これは、頼朝の目的地は「厨川の柵」であり、先回りはしな 

いと思われること。また雫石川右岸は、かつての前九年の戦いで数代先祖の源 

義家が軍略を展開した地域であることなどから推測される。 

 

 次いで「雫石町史」の「鎌倉時代の滴石」の章には次のようにある。 

;; ү Ӗ Ӆὃ Ҳ Ӗ ẑқң ҳ͛ Ҳ҆ҧң  Ӗ  

ҬқҪ Ҳ ▓ ꜠ү қң͜ ү Ҳ҆ҧңₒ Ҳ үּ͛ף  

үὅҜҪ Ҳ▄ Ҳ ү Ҝң͜җҲ ҫ͛₩ תּ ╜ҷ꜠ Ҳּת ү  

ҬқҪ Ӗ ҌӍӐң ҳ ҲҬҎӎҫ҆ӏ͜άΒ Γ ҳ ▓Ҳ έ 

 

   ₩ Β     תּ ♬Γ 

Β    תּ    ∂Γ 

ὼ    ₩ ͟  Β ή Γ 

   ₩ תּ ͟Ủ תּ   Β Γ 

 

ҳ͛Ẫ Ҳ ҫịήӖ■ҖҪ ү Ҍ Ҳ ү қҪשּ  

Ӗ Ҫң͜₩ Ӗתּ қңҬҳ҈ҧҪӆ ҫҳҮғ͛ Ӗ Ҭқң ὕ Ҭ 
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͛ ₡͛ үӓңӏ fiҬ҈ӓӐҪ҈ӏ͜ 

ὼ ҳзй үқҪ Ҳ үὰӓӎ͛ҡҲשּ үӌҧҪ ₩ Ҳị͛  

תּ Ӗתּ қң͜ҡҲ ͛₩ תּ үҳ ╞ ͛ ͛ ͛ⱪ ү Ӗ  

Ҵқң͜ 

ҳ Ҳ ҫ Ҳị ҫ҆ӏ͜ ү қҪ Ґ  שּ

қ͛ ү Ӗ Ҫ Ӗתּ қ͛ ╙ Β1191Γ ή ҬҬӆү қңҬ 

ҌӍӐӏ͜ 

җҲӌҊү͛₩ ꜠ҷҡҲ╜תּ Ҳּת Ґּש Ҳ҆ҧң ү ҌӍӐҪ҈ӏҐ͛  

♫Ҥҕҳ͛ Ґ қң ӆҮғ͛ӂңὼ Ҳ Ắүӆ ӍҞ͛ Β  

Γ Ҳ ҬҙӐҪ҈ӏ͜ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ᵑ │ (1189) ⁸ ⌐⅔™≡⁸ ╩ ℮₈ ╘─ ₉╩

™⁸ ─№∫√ ⌐ ⇔™ ╩ ∆╢ ╩ ⅎ√≤₈ ₉⌐№╢⁹  

※吾妻鏡（東鑑とも）…頼朝の動向や鎌倉幕府の事績等を記録した鎌倉幕府の編纂によ 

る史書。 

ᵒ⁸ ≢│⁸₈₩ תּ ╜ҷ꜠ Ҳּת ү ҬқҪ Ӗ ҌӍӐң ҳ Ҳ 

ҬҎӎҫ҆ӏ͛Ҭқ͛ ͛ὼ ͛ ӍҬҬӆү͛戸沢衡盛「₩ תּ  

͟Ủ תּ ΟΒ Γ͛ Ҭ∂қҪ҈ӏ͜ 

⇔⅛⇔⁸ ─ ⌐≈™≡│ ─ ≤™╦╣╢₈ ₉⌐│⌂ↄ⁸ 

⌐ ╠ ⌐ ⇔√ ─ ⌐╟╢╙─≢№╡⁸↓↓⌐ ≢⅝╢╙ 

─≢│⌂™≤ ⅎ╢⁹ 

 ※ただ、吾妻鏡に記載がなくても、上述した「樋爪俊衡」のように所領を与えられている例もあ 

り、同書の記載がすべてではないことも確かだ。 

 

 

ԍ ˥♥ǵї ǮǶĚĚ 

戦勝した頼朝は、御家人、地頭職を新たに東北各地に配し、東北における大きな政治的 

転換点となった。 

ᶟׂש  שׂ

 

    

─ Ν 

 頼朝は、文治５(1189)年９月、平 

泉において奥羽両国統治を祝う「吉 

書始めの儀」を行った。次いで論功 

行賞を行い、戦功のあった家臣３０ 

余名に新しく領地を与えた。 

岩手県に関する主な御家人は、 

左図のとおりである。 

 【岩手県埋蔵文化財センター 

「岩手の遺跡」より】 
 

（関注；本図は御家人と在来地元領主 

が混在しているのでは？という疑問 

がある。） 

 

  

頼

朝

は

、

文

治

５

(

1

1

8

9

)

年

９

月

、

平

泉
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藤原氏の遺領には多くの関東御家人が地頭職を与えられて入部してきた。このとき、出 

羽国では北部の秋田郡に橘公業、鹿角郡に成田助綱、比内郡に浅利友成、雄勝郡に小野寺 

道綱、平賀郡に松葉資宗らが地頭職を得たといわれている。しかし、六郷を含む山本郡の 

地頭については、二階堂行政の名前も浮かぶが、これに関する史料は残っていない。『小 

野寺盛衰記』では「文治の役畢て、我が地方に地頭なるものがそれぞれ封ぜられた。小野 

寺氏は勿論、其の他、後年に至り地方の豪族と称するものは多くは其の末葉のものである。 

六郷氏なども勿論、其の末葉のものであろう」と説明している。 

 

 また神宮寺八幡の棟札などから中原親能氏・宮道国平が山本郡の地頭職と関係をもって

いたのではないかといわれるようになった。関東御家人中原親能・宮道国平は奥州合戦 

に参加し、奥州に土地を賜ったことが知られている（『新田沢湖町史』）。さらに「大河兼 

任の乱」にも尽力したとされる。二人のうちいずれが山本郡の地頭であったかは断定で 

きないが、双方ともに山本郡地頭職に関与したことはほぼ通説となりつつある。 

 

 

 

 

 

※ …「通説」では、平泉討伐後、戸沢衡盛は「₩ תּ ͟Ủ תּ Ο

Ӗ ҌӍӐң͛ҬҙӐӏҐ͛上述のように平泉討伐後の出羽において「戸沢衡盛」の名前は

出てこない。 

 

 上記の状況により、衡盛は所領を安堵されたが、史料的にも、“通説”でいう「平泉討伐で

戦功があった」わけでもなく、他の鎌倉御家人たちとは全く別に見なければならない。 
 

雫石町史が ӈὼ Ӎ‏ ή Ҭ ҽҪ「₩ תּ ╜ҷ꜠ Ҳּת ү

ҬқҪ Ӗ ҌӍӐң ҳ ҲҬҎӎҫ҆ӏ Ο͜ҬқҪ͛ ͟₩ תּ ͟

Ủ תּ  Ҭ∂ қҪ҈ӏҲҳ͛ Ґ ӎ ґқҪ ᾡӖ Ҍӈҝ҈  ͜

 

ϐₒ ͡ ҫ҆ӏҐΞ ΟҐ ӈ ҲΞ ΟҮҲҏ͛ҳңӂңΞ  

Οӂҫ₣ӗҫҲ ҮҲҏ ғ ҫ҆ӏ͜Ὣү ҬҝӐҴ͛ Ҳ  

Ҳ Ҳ Ґ 3,700 ҫ҆ӏ͜ịfiᾗҫ ҌӐҴ͛ ₩ễ Ҳ Ґ 

3,000 ҫ҆ӏ͜ Ү ҫ҆ӏ͜ 

╗ү Ξ͛ ΥỦ Οҫתּ 4,600 ҬҮӏҬ͛ҭҲӌҊҮ үҝӐҴ 

Ҳ ҫ 4600 Ӗ Ӑӏҏᾴ ҐҨҏҮ҈͛Ҭ҈ҊҲҐ ҫ҆ӏ͜ 

  

こうしたことから、戸沢サミットの寸劇では「『戸沢の庄』が安堵された。」という表現にし

たものである。 

 

さらに、安堵された理由は、まず何より、頼朝の平泉討伐という軍事行動に何ら抵抗しなか

ったこと、さらに土地の有力者である衡盛の義父「樋山良正」が頼朝側に対してƼ ᷂ ǵ 

˲ƵǶƲǒǫǭ ǵ ὤ ǵ˜̈ϼ ǓὄΊ ̑Ȑǯ ǒǪǦ Ѽˉ₴ǵ ǋ ǲ

Ǒǋǭ ὤ ǲᾍǞ˲ ǲᾍꜘǞǦƽことなどを説明して、所領安堵を願い出たことが功を

奏したのではないかと推察した。 

 

 

※山本郡は、今の仙北郡で寛文四（1664）年、佐竹氏の秋田二代目義隆公の時「仙北郡」

と改められた。雄勝、平鹿、仙北を「川北」と称した時代もある。 （西木村誌より） 
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    以下――衡盛、兼盛親子の「所領安堵」のセリフです。 

 

兼盛「この後しばらくして、源頼朝殿が平泉を滅ぼし、藤原様の領土を自分 

が鎌倉から連れてきたご家来たちに分け与えました。」 

 

 
 

衡盛「幸いわしらは、義父の樋山殿の画策もあって、戸沢の庄をそのまま与え 

    ていただいた。頼朝様に逆らったわけでもなかったからのう。それにし 

ても、村人たちもよく働き、戸沢での生活はとても楽しいものであっ 

た。」 

 

   ǚǍǞǭƲƼ ǵ⅓ƽǶ ȓǭƼ ƽǵ ǯǱǪǦƳ 
 

しかし、10 年ほどたったある日、二代兼盛たちは、やむなく戸沢を去ることとなったので 

す。隣接する仁王村、厨川村を頼朝から与えられた鎌倉御家人の工藤小次郎行光との間で、さ 

まざまな問題がでて、勢力に勝る工藤行光の圧力が強まったのでした。 

小さな武力衝突があり、危険を察知した兼盛は、藤原秀衡から教えられた「平和の大切さ」 

を優先させ、ひとまず、主だった武将たちと羽州（秋田）へ移動することにしたのでした。 

しかし、行く先は定まっていませんでした。あくまでも、「一時的な避難」との考えでした。

もちろん戸沢に残る人々に、我が不在の間のこと、つまり後事を託して旅立ったのです。 

 

   ∕─ ─☿ꜞⱨ≢∆⁹ΊΊ 
 

兼盛「父上が亡くなられてから、しばらくは平和な時期が続き、私も野中の里 

で＜菊＞という娘と出会い、結婚しました。とても幸せな日々でした。 

しかし、隣の地頭工藤行光殿とのいさかいが多くなり、わたしたちは平 

泉藤原様の平和の教えを守り、戦を避け止むを得ず 17 人の家来とともに 

ひとまず秋田に越えたのでした。あとに残した村の人たちのことを考える 

と、まさに断腸の思いでした。」 
 

   ǒǪǭ ǒȐ ǏȐȓǦẰ ǵῇ ǏɩɶɆ 
 
 羽州へ越えるにあたって、兼盛たちは、葛根田川の最上流から奥羽山脈の稜線の中でも最も 

標高の低い場所を通って、羽州の玉川宝仙岱（鳳仙台とも）にたどり着きました。そこでしば 

らくの間（数年間か）、周囲の様子をうかがって、やがて上桧木内の桧木内川上流の戸沢に移 

動しました。 

現在の国見峠を越えるルートや岩手山の東側を通って八幡平に抜けるコースは取りません

でした。そこはもう他の地頭や豪族たち所領となっていたからです。 

このことからも、“通説”の「滴石庄と羽州山本郡に所領 4600 町歩」ということが誇張され

たものであることがわかります。 

 この葛根田川上流～玉川鳳仙台へのルートは、父衡盛が金採取や鉱脈管理のために歩いたル

ートです。きっと、古い家臣を通じて息子の兼盛にも伝えられていたのでしょう。 

 

  Ҙșǫǘǭʣ К ᾶȅǮ ї 

   鳳仙岱から、戸沢に進出。力の源泉は“金採掘”か？ 

 宝仙台（鳳仙岱）で６年（一説には 15年）間ほど過ごしながら力を貯えた兼盛は、そ 
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の後羽州戸沢（旧西木村の戸沢地区）に進出して行く。その後の勢力拡大は順調に進み、 

兼盛は奥州戸沢を出て１５～２０年後の 1220～1228 年ごろ終焉の地、門屋城に入った。 

 
 

衡盛「それにしても、秋田に越えてからのそなたとそれに続く戸沢家歴代の 

方々の活躍は目覚ましいものがあった。」 

 

――と、衡盛も驚くほどの勢力拡大ぶりでした 

 この力の源は――、 

１）祖父（樋山氏）の代から受継いだと思われる、優れた「金の採掘（取）技術」。 

２）兼盛の人心掌握力はもちろん、野菊やその子供たち、そして一族郎党の結束力。 

  ――であろう。 

これらがあいまって、明治維新を迎えるまでの６５０年もの長きにわたる栄華を築い 

たのであると思われる。 

 

 資 料  

 ░ ᾢ ᴦ Ϊ ▼ ▼  

ḓ ◔  

ΰ ԝ ⁮ԝ ᷅ Ї ϪҊ  

ΰ ԝ ⁮ԝ ╠ ᶻḷ α ԝ ᾢ ᾢ 

⌐ ╫ἦ ᵢ ὃ Ў ▼ 

ᾝ  

            Ự 2 ᶻ ▼    

 

ȅǯȈ  

 現在のところ、戸沢氏の発祥地は秋田県の旧西木村上桧木内地域説が有力だといいます。 

 しかし、一般に知られている関係史料のほとんどがその発祥を滴石に求めていることも 

事実であり、雫石町教育委員会でも、また多くの有識者もその可能性を認めています。 

 今回の研究では戸沢氏の発祥地について、雫石町教育委員会発行の「雫石町史」（昭和 

54 年刊）、「雫石町誌第 5 集『中世の雫石と戸沢氏』( 平成 24年刊) 」をはじめ様々な資料 

を基に考察を加えてみました。 
 
 各種史料にみる戸沢氏の出自に関しては、かなりの部分で粉飾や誇大表現があるとされ 

ています。たしかに「初代衡盛は平通正の遺児である」とか「屋島の合戦( 征西) の戦功で 

（平泉討伐による戦功とも）源頼朝から滴石と羽州山本郡に 4600町歩の領地を賜った」 

など、誇大ではないかと指摘されている箇所が多くみられます。 

 しかし、各史料にそれぞれ大小の問題はあっても全体にみれば、源頼朝の平泉討伐の頃 

に雫石の「戸沢」に「戸沢氏」が興ったことが自然にうなづかれます。さらにその戸沢氏 

が当時奥羽の雄だった平泉の藤原家の庇護の下、在来の有力者（在地の豪族及び平氏荘園 

の管理者）の力を得て力をつけていった過程が見えてきます。 
 
 これらについて何点か確認しながら見ていきます。 

╕∏ ─ │⁸ ─ ≢∆⁹ 

 雫石町には戸沢川があり、南川と合流する河口付近に「戸沢」という集落がありました。 

ここは昭和 48年からの御所ダム建設事業により水没しましたが、現在は近くの高台に移 
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転し「戸沢地区」を形成しています。なお「西安庭第 28地割字戸沢」「同 30地割字上戸 

沢」、「同 23地割字下戸沢」の地名（字名）は今も残っています。 

古い時代から「戸沢」には、戸沢氏を祀った「沼田神社」があることもまた、戸沢氏の 

発祥の地であることを補完しています。 

 この「戸沢地区」は雫石町の地図で見ると、雫石市街地からやや南側の位置にあり、そ 

のさらに南側の後背地には標高 940mの須賀倉山を中心にした山並みがあります。この山 

の陰は現在の紫波町、志和地区、山王海地区で雫石とは山越えで古くから往来があった所 

です。 
 
 こうした条件の下で、私は「戸沢衡盛」を考えるにあたり、この紫波（志和）とのつな 

がりに着目しました。平泉討伐の頃、紫波には樋爪俊衡という藤原清衡の孫が実在してい 

ました。この俊衡はもちろん平泉とつながっています。当時、その平泉を頼って平氏の流 

れをくむ人々が新天地を求めて多く訪ねてきていたといいます。 

 こうした地域の情勢や当時の世相を組み合わせて推理したのが、今回の寸劇のストーリ 

ーです。 

 平泉といえば「金」。その採取場所は「玉川」や「八幡平」方面が頭に浮かびます。 

今回は、「志和」～「須賀倉山」～戸沢川～戸沢～焼森～御明神( 隠明寺) ～雫石たんたん 

～篠崎～葛根田渓谷～奥羽の山越え～羽州 玉川鳳仙台～上桧木内、のルート（おそらく 

最短コースでしょう。）をイメージしながら、あれこれ推理をしてみました。 
 

│⁸ ─ ─ ─ ≢∆⁹当時の世相からすると、滴石郷あたりに 

も平氏の荘園が広がっていたようです。そこには荘園の管理を任されている者（被官）が 

いました。 

その中の一人として、雫石町史には「新庄古老覚書」などの内容から「樋山弾正良正」

という人を挙げています。 

 この樋山良正なる人がどういう人であったかは、史料にも名前のほか数行しか記述がな

く実像は全くわかっていません。 

 今回は、平氏荘園の被官というより在地の豪族をイメージしています。細川久美さんが

かねてから話している ᷇ʣ ᾓן ǵ ♁ǲֿ ǞǭǔǦǓƲ ǲ Ǫǭ ǲ

ǉǦǪǦẎὟ˲ǵἧἸ として描いています。 

 娘婿である衡盛のために戸沢の地に舘を建ててくれ戸沢氏の発祥につなげた恩人です。 
 

 三点目は、工藤行光との争いを避けて兼盛主従が出羽へ越えてから１４０年後に滴石郷 

に出現した「滴石氏」のことです。 

いまだ解明されていない点が多いのですが、当時の世相、地理的状況からこの地に「城」 

を築くことのできる一族といえば、戸沢兼盛が後事を託した戸沢の者たちの子孫しかいな 

いと思うのです。 

「戸沢家譜」の中で、南部（関注；工藤行光の誤り）に攻められた兼盛は、―― Ϊ 

ӹ ▼שּׁ ḷό ᶔ ύ ḱ ₧ ֕ ᶁ  

└ ḱ Эύґ ϥ ――との言を入れて出羽へ逃れるので 

す。後に残った者たちは、「一先ず」との言葉を信じて殿を送り出し、一日も早い帰還を 

待っていたはず。そのような思いを込めた筋書きにしたものです。 

  

 以上、わが滴石郷から発祥した中世の名族「戸沢氏」の経歴を描いた寸劇の趣旨につい 

て述べてみました。筋書きは、できるだけ当時の政治情勢、世相、さらには地理的状況を 

反映させながら作成したつもりですが、結果的に大いなる親愛の情を込め（過ぎ）た内容 

になったかもしれません。史談会会員諸兄からのご指摘、ご指導をお願いいたします。 

 

 

 


